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第第４４学学年年「「国国語語」」学学習習指指導導案案  授業者 片山 守道 

２月１４日（金）  ３階Ｂ室  ９：００～９：４０ 

１ 単元名  読んで感じたことから  学習材『数え方を生み出そう』 

２ 単元について 

単元 

目標 

◯日本語の数え方についての筆者の考えを捉えて、日本語に対する自分の考えを広げる。 

◯日本語について感じていることから、対話を通して、日本語の可能性を考える。 

本校では、４年生から定員 15 名の帰国児童教育学級を設けている。帰国児童教育学級は、４年生で

は単独学級だが、５年生からは一般学級との混入となる。帰国児童教育学級には、学期毎に随時編入で

きるようになっており、今年度の４年生は、１学期４名でスタートし、２学期に３名、３学期にさらに

１名が加わり、現在は８名が在籍している。帰国児童は、３年間以上の海外生活をしてきており、日常

会話に支障がない程度に日本語は習得しているが、思考言語は日本語ではない子もおり、語彙が乏しか

ったり、漢字の読み書きが苦手だったりする子も多い。サークル対話や共同推敲、音読などを積み重ね

ながら、少しずつ生活に根ざした日本語の習熟を図ってきた。 

学習材として取り上げる『数え方を生み出そう』（飯田朝子）は、何気なく用いている日本語の

「数え方」を話題とし、日米の数え方の違いや日本語の数え方の特徴、新たに数え方が生み出された例

などを示すことを通して、日本語に対する筆者の主張を述べた説明文である。結論では、伝統的な数え

方を継承することの大切さとともに、言葉の柔軟さにも目を向け、ものの見方を広げて、新しい数え方

を生み出そうという提案がなされており、読者は、自分も新しい数え方を生み出してみたいという思い

の高まる文章となっている。異言語・異文化の経験を積んできている帰国学級の子どもたちにとって

は、一般学級の児童以上に共感をもって読むことが出来る文章ではないかと思われる。 

日本語（言語）は完成されたもので改変の余地はなく正しい日本語を学ばなければならないという

固定観念に囚われがちな子どもたちにとって、自分たちで言葉を作り出せる可能性があるという筆者の

主張は、まさにものの見方を広げるものであり、言葉との向き合い方をより主体的なものに変えていく

原動力となる。日本語の経験は乏しくても、文章を読んで感じたことから、海外も含めたこれまでの生

活経験や言語経験をもとに感度を働かせて日本語を見つめ直し、自分なりの日本語観を見い出してほし

いと願っている。 

３ 学習指導計画（８時間目／全１０時間） 

（１）日本語の数え方集めをし、そこから感じたこと、気づいたことを話し合う。 （１時間） 

（２）『数え方を生み出そう』を読み、筆者の主張を捉える。 （４時間） 

（３）自分が考えた新しい数え方を発表する。 （２時間） 

（４）日本語の気になる点を話し合い、「新しい○○」を考えて発表する。 （３時間 本時１／３） 

４ 本時の学習について 

（１）本時のねらい 

○自分の経験から日本語の気になる点を見つけ、言葉を柔軟に変える可能性について考えることがで

きる。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１ これまでの学習を振り返り、本時の課題

を確かめる。 

 

２ 日本語の気になる点について、サークル

対話で話し合う。 

 

３ 対話を元に「新しい○○」の案を書く。 

○これまでに出た日本語への気づきを確認し、論点に

ついて板書する。 

 

○聴き合うことを大切にする。教師も対話に加わり、

必要に応じてファシリテートする。 

 

○まとまった考えがあれば、共有する。   

第第３３学学年年「「食食育育」」学学習習活活動動案案  授業者 足立 愛美 

２月１４日（金） １階多目的室 ９：００～９：４０ （話し合い（協議会）１０：００～１１：４５） 

 

１ 題材名 自分の食をみつめて ーすこやかなりょう理を考えようー 

２ 題材について 

 ３年生（すこやか学年）は今年度、地引網漁体験や、郊外園でのさつまいも掘りなど、食に関係した

様々な活動を行っている。秋には、暗くなる時間まで学校で過ごす「夜の学校」が行われ、その際には

保護者による夕食作りに子どもたち全員がお手伝いという形で参加した。その後も「夜の学校のごはん

がすごくおいしかった」と語る子どもが何人もおり、そのときの食事が楽しい記憶として残っているこ

とがうかがえる。 

栄養教諭が行う食育としては、昨年度給食のサラダを考える活動やうどんの具を考える活動を行った。

料理を考える活動に創造的に取り組むことができる子どもたちである。 

食育部会のテーマは「食をみつめる 自分をみつめる」である。食に関係する様々な活動を通して、

生産や流通、旬や料理の彩りなど、食をみつめる様々な視点をもち、食を楽しみながら、自分がどのよ

うに食べていきたいかを考え続ける姿を意味している。日々の給食やこれまでの食育の活動で子どもた

ちの食をみつめる視点が増えていく様子は見とることができたが、給食の食べ方を見直したり、継続的

に自分の食事を考えていこうとしたりする「自分をみつめる」姿には十分に迫れていない。 

そこで、今回は子どもたちが重ねてきた食の経験に加える形で、自分の健康や栄養という視点で食べ

物をとらえる活動を行いたいと考えた。「すこやかな料理」を考えて聞き合ったとき、自分にはなかっ

た“すこやか観（各自の食に関する健康観）”に出あうことが予想される。栄養面を調えるという視点

だけでなく、例えば「温かい料理でほっとする」「カラフルな見ためにして楽しく食べられるようにす

る」といった心の健康に関わる視点もあるだろう。自分にはなかった考えに出あわせ、子どもたち一人

ひとりの「すこやか観」を改めてみつめ、考える機会とし、心や体の健康という視点で自分の食べてい

るものをとらえ、自分はどのように食べていきたいのかを考える姿につなげたい。 

 

３ 学習指導計画（３時間目／全３時間） 

・食べ物のはたらきを知ろう 

・すこやかなりょう理を考えよう 

・心や体が元気になる食事ってどんな食事だろう …本時１時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

 ・友達の考えに触れ、心や体の健康という視点で自分の食事について考える。 

（２）予想される本時の展開 
主な学習活動と子どもの姿 留意点 

 

１．前時の活動をふり返り、「心やからだが元気になる食事っ

てどんな食事だろう」という問いについて考える。 

 

２．話し合ったことを共有する。 

 

３．心や体の健康という視点で、これからの食事で自分にでき

ることを考える。 

 

 

 

 

 

・栄養面だけでなく、彩りや食感と

いった食の楽しみの視点にも目を向

けたい。 

・話し合いの内容に応じて、前時で

子どもたちが考えた料理を示す。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

 子どもたち一人ひとりが自分の食べることに向き合い、考えられていたか。 

※授業の話し合いは、食育部会協議会の時間の中で行います。 
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